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本部事務局は京都女子大学に移転して２年目に入り
ました。昨年１年間，オブザーバーとして支えてくだ
さった山本秀行氏が退任され，中村に加え，出口菜摘
氏，後藤篤氏，大川淳氏の４人体制となりました。ま
た，HP 担当には，長年にわたってご担当くださった
坂本季詩雄氏に代わり，新関芳生氏が就任されました。
加えて，編集室では山本洋平氏が退任され，新たに幹
事として齊藤弘平氏が就任されました。どうぞ引き続
きよろしくお願いします。
ご案内のように，第63回全国大会は10月12日（土）
と13日（日）に中京大学名古屋キャンパスで開催され
ます。会員の皆様に会場でお会いできますことを楽し
みにしております。
第１日の研究発表では，６室に分かれて計23名の会
員が発表を行います。皆様ふるってご参加ください。
また，快く司会をお引き受けいただきました先生方に
は改めて御礼申し上げる次第です。
第２日は，午前10時00分からの総会の後，午前10時

45分より，堀江敏幸氏（作家・早稲田大学学術院教授）
をお迎えして特別講演「ある翻訳書の序文をめぐって
――1930年代フランスにおけるアメリカ文学」が予定
されています。午後１時30分からのシンポジアは，「A
Language to Dwell in――James Baldwin のレガシー」
（九州支部発題），「海外アーカイブへ赴く――資料発
掘から迫る Twain，Faulkner，Hemingway，そして
Zola」（中部支部発題）の２つが企画されています。皆
様の関心の高い魅力的なテーマですので，フロアから
の質疑も交え，活発な議論が展開されるものと期待し
ております。午前と午後の間に挟まる形で開催されま
すワークショップでは，科研基盤研究（B）「19世紀ア
メリカにおける可傷性の文学的表象」研究会が報告と
発表を行う予定です。２日目のプログラムも，刺激的
かつ啓発的な企画が揃っておりますので，是非ご参加
いただきますようにお願い申し上げます。
第１日の研究発表終了時に，同キャンパスの１号館

２階食堂レオーネにて，懇親会が開かれます。準備の
都合上，あらかじめ参加者の人数を把握しておく必要
がございますので，参加ご希望の際には「会報ALSJ」
に添えられています予約用のハガキ（要切手）にご記
入の上，期日（９月30日）までに郵送していただきま
すようお願い申し上げます。
毎年の全国大会の重要な企画の一つで，賛助会員で

ある書店・出版社による書籍展示があります。研究
書・資料の最近の出版動向を知るだけでなく，賛助会
員と一般会員の貴重な交流の場として，数多くの方々
のご来場をお待ちしております。
今年度の第63回大会の準備でご尽力いただいており

ます中部支部ならびに開催校の中京大学の先生方をは

じめ関係者の方々には開催に向けてご尽力いただき，
ありがとうございます。大会開催の準備，大会の運営
等，引き続きお世話になりますが，どうぞよろしくお
願いします。
昨年度の62回全国大会では，開催支部の北海道支部
の多くの先生方のご尽力により，つつがなく大会を終
えることができました。この場をお借りし，改めて皆
様に御礼申し上げます。なお，来年の全国大会は中・
四国支部のお力を得て，松山大学で開催される予定で
す。開催日などの詳細が決まりましたら，また本学会
ウェブサイトなどでお知らせいたします。
今年は「名簿」作成の年にあたります。個人情報の
保護に留意しつつ，迅速かつ丁寧にご対応いただきま
した各支部事務局の先生方に御礼申し上げます。もし
会員登録情報に変更がありましたら，ご所属の支部事
務局までご連絡いただきますようにお願いいたしま
す｡
「会報ALSJ」の「本部構成」「支部構成」では，今年
度の役員の先生方が紹介されています。「支部の頁」
は，各支部事務局から寄せられた報告を掲載し，各支
部の活動状況の詳細を窺い知ることができる，貴重な
記録となっています。今後とも各支部事務局のご協力
をお願いいたします。
本年度もこのように「会報ALSJ」を発行できます
のも，京都の山口書店編集部の皆様のご尽力によるも
のです。大会プログラム，研究発表やシンポジアのレ
ジュメ原稿や会員名簿の整理から，丁寧な校正にいた
るまで，毎年細やかなお心配りをいただき，心より感
謝申し上げます。

事務局からのお願い：住所・勤務先変更，入会申し込
み，会費の納入などの手続きに関しましては，本部事
務局ではなく各「支部事務局」へご連絡くださいます
ようお願いいたします。ただし，「東京支部」では「毎
日学術フォーラム」に事務手続きを委託していますの
で，「東京支部ホームページ」の「入会案内」をご参照
のうえ，「毎日学術フォーラム 日本アメリカ文学会
東京支部会員係」にご連絡ください。また，ご著書を
ご恵贈いただく場合は，本部事務局ではなく「資料室」
へご送付のほど，よろしくお願い申し上げます｡
学会ウェブサイト：本学会では，会員の皆様の情報交
換の場としてウェブサイトをさらに充実させていく所
存です。各種講演会等のお知らせも掲載することがで
きますので，「掲載のお知らせ」よりお申し込み下さい。
会員の皆様から資料室にご恵贈いただきました御著書
も随時掲載しております。ぜひ情報交換の場としてご
活用ください。

（文責 本部事務局幹事 中村善雄)
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事務局だより 北海道支部
2023年
☆６月３日（土）第200回研究談話会（札幌市立大学・
対面および Zoomによるハイブリッド開催）
題目：「ケージとサークル――Chopin，Welty，そ

してリージョナル文学」
発表：本村浩二（駒澤大学）
司会：松井美穂（札幌市立大学）

＊終了後，総会

☆６月24日（土）第201回研究談話会（札幌市立大学・
対面および Zoomによるハイブリッド開催）
題目：「ニューヨーク文学思想史の試み」
発表：巽 孝之（慶應義塾大学名誉教授）
司会：本城誠二（北海学園大学名誉教授）

☆９月２日（土）第33回日本アメリカ文学会北海道支
部大会（札幌市立大学・対面および Zoomによるハ
イブリッド開催）
シンポジウム
タイトル：「公民権運動物語を拡大する――長い公

民権運動とアメリカ文学」
司会：岡本晃幸（藤女子大学）
講師：呉 憂（北海道大学・院）“Faulkner and

Other Famous Black Characters”
本村浩二（駒澤大学）「Meredith のアクティ
ヴィズムとWelty――“A Worn Path”を公
民権運動の文脈で読む」
岡本晃幸 「“Talk to me, Cal. For God’s sake
talk to me right.”――To Kill a Mockingbird
と Go Set a Watchman における和解の（不）
可能性」
藤井 光（東京大学）「ColsonWhitehead に
おける，語る声と語られる声」

☆12月９日（土）第202回研究談話会（北海学園大学・
対面および Zoomによるハイブリッド開催）
題目：“Light in August: A Secular American

Scripture Haunted by “Passing” Imagery”
発表：Yin Bing（駒澤大学・院）
司会：松井美穂（札幌市立大学）

2024年
☆３月９日（土）第203回研究談話会（藤女子大学・対
面および Zoomによるハイブリッド開催）
題目：「ジョン・アップダイクと改訂の技法」
発表：竹部春樹（北星学園大学）
司会：本城誠二（北海学園大学名誉教授）

☆３月31日『北海道アメリカ文学』第40号発行
片山厚先生追悼
「片山厚先生の遺徳を偲ぶ」 伊藤 章
「片山厚先生を偲んで」 松井美穂

【特集】「公民権運動物語を拡大する――長い公民権
運動とアメリカ文学」

はしがき 岡本晃幸
「To Kill a Mockingbird と Go Set a Watchman に
おける和解の（不）可能性」 岡本晃幸
「ColsonWhitehead，ふたつの“King”演説のあい
だで」 藤井 光
「“Walk Against Fear ” ――Welty の“A Worn
Path”と公民権運動」 本村浩二
“Beyond Boundaries: William Faulkner, Lucas
Beauchamp, and Intruder in the Dust” 呉 憂

【新刊書紹介】
研究書
日本ヘミングウェイ協会編『ヘミングウェイ批評
――三〇年の航跡』所収
〇塚田幸光著
「ナルシスティック /シネマティック・ゲルニカ
――ヘミングウェイ，イヴェンス，『スペインの大
地』」

〇新関芳生著
「偽装された主人公――話法から読み直す For
Whom the Bell Tolls」
〇高野泰志著
「ジェイムズ，ヘミングウェイ，覗きの欲望」
〇本荘忠大著
「人種的視点から見た20年代パリとヘミングウェ
イ――『日はまた昇る』に見るヘミングウェイの
人種意識」

岡本晃幸
日本ヘミングウェイ協会編『ヘミングウェイ批評
――新世紀の羅針盤』所収
〇高野泰志著
「ジェイク・バーンズの欲望の視線――不倫小説
として読む『日はまた昇る』」
〇本荘忠大著
「『誰がために鐘は鳴る』とスペイン・「ジプシー」
の神秘主義」

加藤隆治
中村嘉雄，小笠原亜衣，塚田幸光編著『モダンの身
体――マシーン・アート・メディア』所収
〇塚田幸光著
「国家と裸身：プレコード，スペクタクル，『類猿
人ターザン』」
〇本荘忠大著
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